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当
協
会
が
伐
採
工
事
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
を
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
福
島
支
社
か
ら
受
託

し
て
三
年
目
に
な
り
、
配
電
線
の
支
障
と
な
る
立
木
を
安
全
に
伐
採
す
る
技
術
的
指
導
を

現
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ェ
ン
ソ
ー
で
立
木
を
伐
採
す
る
点
で
は
通
常
の
伐
倒
と
同
じ
で
す
が
、
異
な
る
点
は

枝
を
払
い
・
断
幹
し
た
俗
に
言
う
欠
頂
木
を
作
り
狙
っ
た
と
こ
ろ
に
倒
す
と
こ
ろ
で
す
。

重
心
移
動
が
難
し
く
倒
す
の
に
苦
労
し
ま
す
。

　

さ
て
、
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
福
島
支
社
福
島
配
電
部
長
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
競
技
会
の
放
映
を
見
て
、
ぜ
ひ
技
能
向
上
の
た
め
競
技
会
を
実
施
し
た
い
と
申
し

入
れ
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
九
月
二
七
日（
水
）に
ユ
ア
テ
ッ
ク
協
力
会
福
島
支
社
配

電
部
会
の
主
催
で
伐
採
技
能
競
技
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

競
技
種
目
は
五
種
目
（
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
脱
着
、
樹
木
の
伐
倒
、
丸
太
合
わ
せ
輪
切
り
、

接
地
丸
太
輪
切
り
、
枝
払
い
）
で
、
協
力
会
社
十
五
社
の
う
ち
、
八
社
か
ら
三
二
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
脱
着
は
三
二
名
全
員
、
そ
れ
以
外
は
各
自
得
意
と
す
る
種

目
一
つ
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
腕
前
を
ス
ピ
ー
ド
よ
り
安
全
と
技
術
を
第
一
に

審
査
し
ま
し
た
。
競
技
状
況
は
写
真
の
と
お
り
で
す
。

　

実
施
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
伐
倒
に
際
し
大
切
な
働
き
を
す
る
ツ
ル
が
適
正
に
残
さ
れ

て
い
な
い
、
会
合
線
に
平
行
に
追
い
口
切
り
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
、

林
業
の
現
場
で
も
数
多
く
み
ら
れ
る
状
況
で
す
。
自
分
の
技
術
を
過
信
せ
ず
注
意
を
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

反
省
会
の
席
上
で
、「
緊
張
し
て
持
っ
て
い
る
技
術
が
発
揮
で
き
な
か
っ
た
が
、
い
い

体
験
と
な
っ
た
。」、「
他
人
の
や
り
方
・
良
い
点
を
今
後
の
作
業
に
取
り
入
れ
た
い
。」
な

ど
前
向
き
な
意
見
が
出
さ
れ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
日
々
、
従
業
員
の
労
働
災
害
防
止
・
伐
木
技
能
向
上
に
努
め
安
全

な
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

林業・木材製造業労災防止協会福島県支部　
支部長　平　子　作　麿

チェンソー技術向上に向けて

丸太合わせ輪切り
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先
月
号
に
引
き
続
き
、
第
69
回
全
国
植
樹
祭
の
参
加
者
募
集
に
つ
い

て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

参
加
者
に
選
ば
れ
た
方
は
、
南
相
馬
市
の
会
場
で
行
わ
れ
る
、
式
典

行
事
や
記
念
植
樹
に
参
加
で
き
ま
す
。
式
典
行
事
で
は
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
に
よ
る
お
手
植
え
・
お
手
播
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
福
島
の

復
興
を
テ
ー
マ
と
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
記
念

植
樹
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
海

岸
防
災
林
を
再
生
す
る
た
め
に
、
海
岸
防
災
林
に
適
し
た
樹
種
の
ク
ロ

マ
ツ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
を
植
樹
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
は
、
Ｈ
Ｐ
で
の
電
子
申
請
、
ま
た
は
、
応
募
用
紙
に
よ
る

郵
送
（
持
参
）
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。
申
込
締
切
は
、
平
成
二
九

年
十
一
月
三
〇
日（
木
）
で
す
。

　

応
募
資
格
は
、
福
島
県
内
に
在
住
し
て
い
る
、
平
成
三
〇
年
四
月
一
日

現
在
で
満
十
八
歳
以
上
（
グ
ル
ー
プ
・
家
族
で
応
募
す
る
場
合
は
満
六

歳
以
上
）
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
同
日
現
在
十
八
歳
未
満
の
方
の

参
加
に
は
、
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

　

募
集
人
数
は
、
約
一
、
五
〇
〇
人
で
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
選
し
た
方
に
は
平
成
三
〇
年
一
月
頃
か
ら
、
結
果
を
通
知

し
、
参
加
の
意
思
確
認
を
再
度
実
施
し
ま
す
。
こ
の
際
、
確
認
に
応
じ

て
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
当
選
が
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
応
募
に
関
す
る
詳
細
は
、
第
69
回
全
国
植
樹
祭
の
Ｈ
Ｐ
で
公

開
し
て
い
る
応
募
ガ
イ
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
皆
様
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
69
回
全
国
植
樹
祭
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

第
69
回
全
国
植
樹
祭
福
島
県
実
行
委
員
会
事
務
局

（
福
島
県
農
林
水
産
部
全
国
植
樹
祭
推
進
室
内
）

植樹祭に向け様々な催しを準備しています！
～木製プランターカバー製作体験～

～メッセージのぼり旗への
書き込み募集中～

　全国植樹祭の会場を彩る木製プランター
カバー。大会当日は、県内の高校生が育て
た花を飾り招待者をおもてなしします。

　全国植樹祭の招待者を歓迎するために
会場に展示するのぼり旗。おもてなしの
メッセージをぜひ書いてください。

11月11日（土）開催の、第15回うつくしま育樹祭で体験できます！
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福島県林業研究センター

林産資源部　齋　藤　諒　次

相馬市日立木の試験地で発生したタケノコ

福島県林業研究センターだより

タケノコの放射性Cs低減手法
の検討について

１
．
は
じ
め
に

　

県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
野
生
タ
ケ
ノ
コ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

（
Cs
―
１
３
４
と
Cs
―
１
３
７
、
以
下
「
放

射
性
Cs
」と
い
う
。）濃
度
は
年
々
減
少
し

て
お
り
、
平
成
二
九
年
度
で
は
約
七
割
の

野
生
タ
ケ
ノ
コ
が
検
出
下
限
値
以
下
と
い

う
結
果
で
し
た
。し
か
し
、十
月
現
在
、県

内
の
二
二
市
町
村
で
出
荷
制
限
、
五
町
村

で
出
荷
自
粛
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、早
期
の
出
荷
制
限
解
除
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

農
地
で
の
作
物
の
栽
培
で
は
、
放
射
性

Cs
抑
制
対
策
と
し
て
カ
リ
ウ
ム
を
施
用
す

る
こ
と
が
有
効
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
カ
リ
ウ
ム
の
施
用
を
含
め
、
耕
耘
で

き
な
い
竹
林
に
お
け
る
タ
ケ
ノ
コ
の
放
射

性
Cs
低
減
に
有
効
な
施
業
方
法
は
未
だ
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
タ

ケ
ノ
コ
の
放
射
性
Cs
濃
度
低
減
を
目
的

に
、
当
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
き
た
調
査
内

容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
三
年

に
か
け
て
、
相
馬
市
の
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林

内
に
お
い
て
放
射
性
Cs
の
汚
染
分
布
を
調

査
し
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
林
業

福
島
第
五
九
九
号
で
報
告
し
て
い
ま
す

が
、
落
葉
層
、
土
壌
表
面
と
タ
ケ
稈
に
高

濃
度
で
放
射
性
Cs
が
分
布
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

２
．
今
回
の
調
査
内
容
等

⑴
施
業
に
よ
る
タ
ケ
ノ
コ
の
放
射
性

Cs
濃
度
の
低
減
効
果
の
調
査

【
目
　
　
的
】

　

以
前
に
実
施
し
た
竹
林
内
に
お
け
る
放

射
性
Cs
の
汚
染
分
布
調
査
で
高
濃
度
に
蓄

積
さ
れ
て
い
る
部
位
が
判
明
し
た
こ
と
か

ら
、
タ
ケ
地
上
部
を
抜
き
切
り
等
の
施
業

に
よ
り
積
極
的
に
除
去
し
、
タ
ケ
ノ
コ
の

放
射
性
Cs
濃
度
を
低
減
で
き
る
か
試
験
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
土
壌
か
ら
の
セ
シ

ウ
ム
吸
収
抑
制
効
果
が
期
待
さ
れ
る
カ
リ

ウ
ム
を
施
用
し
ま
し
た
。

【
実
験
方
法
】

　

相
馬
市
日
立
木
の
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林
を

調
査
地
と
し
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
十
二

月
に
試
験
地
内
に
半
径
一
〇
㍍
の
円
を
設

定
し
、
溝
掘
り
に
よ
っ
て
分
断
し
た
三
つ

の
扇
型
の
試
験
区
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
一
区
で
落
葉
除
去
と
抜
き
切
り
を

実
施
（
落
葉
除
去
・
抜
き
切
り
区
）、
他

の
一
区
で
は
そ
れ
ら
の
施
業
に
加
え
て
ケ

イ
酸
カ
リ
の
散
布
を
実
施
（
施
肥
・
落
葉

除
去
・
抜
き
切
り
区
）、
残
り
の
一
区
を

無
施
業
の
対
照
区
と
し
ま
し
た
（
図
―
１
）。

落
葉
除
去
と
施
肥
の
施
業
は
二
〇
一
二

年
、
二
〇
一
三
年
の
十
二
月
に
も
繰
り
返

し
実
施
し
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
か
ら
二

〇
一
六
年
に
か
け
て
、
毎
春
に
各
試
験
区

か
ら
タ
ケ
ノ
コ
を
採
取
し
放
射
性
Cs
濃
度

を
測
定
し
ま
し
た
。

【
結
果
及
び
考
察
】

　

二
〇
一
二
年
に
採
取
し
た
タ
ケ
ノ
コ
の

放
射
性
Cs
濃
度
は
、
試
験
区
間
で
施
業
に

よ
る
差
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二

〇
一
三
年
に
採
取
し
た
タ
ケ
ノ
コ
は
、
対

照
区
に
比
べ
て
施
業
を
行
っ
た
二
つ
の
区

で
低
い
結
果
で
し
た
。
二
〇
一
四
年
か
ら

二
〇
一
六
年
に
採
取
し
た
タ
ケ
ノ
コ
の
放

射
性
Cs
の
濃
度
に
つ
い
て
も
、
二
〇
一
三

年
に
採
取
し
た
タ
ケ
ノ
コ
と
同
様
に
対
照

区
に
比
べ
て
施
業
を
行
っ
た
二
つ
の
区
で

低
い
結
果
で
し
た
（
図
―
２
）。

　

こ
の
試
験
の
結
果
か
ら
、
ど
の
施
業
が

タ
ケ
ノ
コ
の
放
射
性
Cs
低
減
に
有
効
で

あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
す
が
、
施
業
に

よ
っ
て
タ
ケ
ノ
コ
の
放
射
性
Cs
濃
度
を
低

減
で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、タ
ケ
ノ
コ
の
放
射
性
Cs
濃
度
は
、

ど
の
試
験
区
に
お
い
て
も
一
度
減
少
し
た

後
に
増
加
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
原
因
は
特

定
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
根
か
ら
の
放
射

性
Cs
吸
収
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
可
能
性

の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
し
た（
図
―
２
）。

図－１
相馬試験地の模式図（2011年設定）
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⑵
タ
ケ
ノ
コ
の
放
射
性
Cs
吸
収
実
態

の
調
査

【
目
　
　
的
】

　

根
か
ら
放
射
性
Cs
が
吸
収
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、
土
壌
中
の
放
射
性
Cs
濃
度
の
分
布

に
応
じ
て
タ
ケ
ノ
コ
の
放
射
性
Cs
濃
度
も

変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
も

と
に
、
根
か
ら
の
放
射
性
Cs
吸
収
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
同
一
竹
林
内
に
お
け
る

タ
ケ
ノ
コ
の
汚
染
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

【
実
験
方
法
】

　

福
島
市
松
川
地
区
の
南
北
に
帯
状
に
広

が
る
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林
を
調
査
地
と
し
ま

し
た
（
写
真
―
１
）。
こ
の
竹
林
は
、
北

側
一
〇
㍍
範
囲
は
二
〇
一
三
年
に
落
葉
層

除
去
が
実
施
さ
れ
（
落
葉
層
除
去
区
域
）、

ま
た
、
南
側
約
五
㍍
範
囲
は
二
〇
一
四
年 図－２　各試験区のタケノコの放射性Cs濃度推移

図－３　福島試験地の模式図

図－４
タケノコの放射性Cs濃度と土壌の放射性Cs濃度の分布

写真－１　福島試験地の竹林全体

ま
で
自
主
除
染
の
際
の
仮
置
き
場
と
し
て

利
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
土
壌
が
汚
染
さ
れ

て
い
ま
す
（
汚
染
区
域
）。
こ
の
た
め
、

同
じ
竹
林
の
中
で
汚
染
の
度
合
い
が
異
な

る
区
域
が
存
在
し
て
い
ま
す
（
図
―
３
）。

　

二
〇
一
五
年
及
び
二
〇
一
六
年
の
春
に

試
験
地
か
ら
タ
ケ
ノ
コ
を
採
取
し
、
二
〇

一
六
年
の
十
二
月
に
土
壌
表
層
を
採
取
し

て
放
射
性
Cs
濃
度
を
測
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
汚
染
区
域
か
ら
無
処
理
区
域
へ
の
地

下
茎
を
介
し
た
放
射
性
Cs
移
動
の
可
能
性

を
排
除
す
る
た
め
、
二
〇
一
六
年
の
春
に

汚
染
区
域
を
根
切
り
に
よ
っ
て
分
断
し
、

二
〇
一
七
年
春
に
タ
ケ
ノ
コ
を
採
取
し
て

放
射
性
Cs
濃
度
を
測
定
し
ま
し
た
。

【
結
　
　
果
】

　

土
壌
表
層
の
放
射
性
Cs
濃
度
は
汚
染
区

域
で
高
く
（
一
七
～
五
〇
kBq
／
㎏
・
dry
）、

３
．
お
わ
り
に

　

土
壌
の
放
射
性
Cs
濃
度
と
タ
ケ
ノ
コ
の

放
射
性
Cs
濃
度
が
連
動
し
な
い
要
因
と
し

て
、
地
下
茎
の
分
布
や
土
壌
中
の
カ
リ
ウ

ム
量
、
可
吸
態
Cs
の
量
等
に
違
い
が
あ
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
地
下

茎
と
周
辺
土
壌
及
び
土
壌
深
度
ご
と
の
放

射
性
Cs
濃
度
の
関
連
を
検
討
す
る
な
ど
、

タ
ケ
ノ
コ
の
放
射
性
Cs
吸
収
実
態
や
施
業

に
よ
る
タ
ケ
ノ
コ
の
放
射
性
Cs
低
減
効
果

を
明
ら
か
に
し
、
出
荷
制
限
の
解
除
に
向

け
て
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

そ
れ
以
外
で
は
二
～
一
五
kBq
／
㎏
・
dry
で

し
た
（
図
―
４
）。
し
か
し
、
タ
ケ
ノ
コ

の
放
射
性
Cs
濃
度
は
土
壌
の
放
射
性
Cs
濃

度
の
分
布
と
異
な
っ
て
お
り
、
汚
染
区
域

よ
り
む
し
ろ
無
処
理
区
域
の
一
部
で
高
く

な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
試
験
で
は
、
土
壌
の
放
射
性
Cs

濃
度
と
タ
ケ
ノ
コ
の
放
射
性
Cs
濃
度
と
の

関
係
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
お
、

汚
染
区
域
以
外
で
発
生
し
た
タ
ケ
ノ
コ
の

放
射
性
Cs
濃
度
が
汚
染
区
域
で
発
生
し
た

も
の
よ
り
高
く
な
る
結
果
が
得
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
タ
ケ
ノ
コ
の
放
射
性
Cs
吸
収
に

は
土
壌
の
放
射
性
Cs
濃
度
以
外
の
要
因
も

関
係
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
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◎
は
じ
め
に

　

平
成
二
九
年
九
月
二
五
日
、
森
林
・
林

業
担
い
手
育
成
事
業
と
し
て
、
福
島
県
立

会
津
農
林
高
等
学
校
に
お
い
て
同
校
森
林

環
境
科
一
年
生
二
六
名
を
対
象
に
、「
刈

払
機
作
業
従
事
者
安
全
教
育
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

◎
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
組
紹
介

　

講
義
が
始
ま
る
前
の
若
干
の
時
間
を
い

た
だ
い
て
、
高
校
生
向
け
の
「
支
援
セ
ン

タ
ー
の
取
組
」
を
次
の
と
お
り
紹
介
し
ま

し
た
。

［
人
材
確
保
］

　

高
校
生
の
現
地
見
学
会
、
求
職
者
へ
の

林
業
就
業
支
援
講
習
な
ど
、
写
真
や
映
像

で
実
施
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。

［
人
材
の
育
成
］

　
「
緑
の
雇
用
」
の
集
合
研
修
、
林
業
人

材
育
成
研
修
、
森
林
作
業
道
作
設
研
修
、

高
性
能
林
業
機
械
実
践
研
修
な

ど
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
よ
り

定
着
を
図
る
た
め
の
各
種
研
修

を
写
真
で
紹
介
し
ま
し
た
。

［
事
業
主
へ
の
雇
用
管
理
改
善

指
導
助
言
］

　

事
業
主
に
対
し
て
、
就
業
者

の
確
保
・
定
着
へ
の
助
言
・
指

導
も
行
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

◎
安
全
衛
生
教
育
（
室
内
）

　

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協

会
福
島
県
支
部
の
講
師
の
方
々
よ
り
、「
刈

払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教

育
テ
キ
ス
ト
」
を
基
に
、
刈
払
機
の
構
造

及
び
機
能
、
機
械
や
刃
の
選
定
等
を
学

び
、
ま
た
、
作
業
に
関
す
る
知
識
で
は
、

安
全
に
作
業
を
行
う
た
め
の
シ
ョ
ル
ダ
ー

ベ
ル
ト
、
服
装
や
履
き
物
、
保
護
帽
、
耳

栓
や
イ
ヤ
ー
マ
フ
な
ど
が
実
際
に
提
示
さ

れ
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
各
々
説
明
を

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
刈
払
機
を
使
う
時
期
に
発
生

し
や
す
い
雷
や
熱
中
症
へ
の
対
策
、
蜂
さ

さ
れ
へ
の
対
策
、
そ
の
他
危
険
な
動
植
物

へ
の
防
備
な
ど
の
講
義
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
点
検
及
び
整
備
に
関
す
る
知
識
、

災
害
事
例
と
し
て
、
刈
刃
に
よ
る
ス
ネ
・

モ
モ
・
足
の
甲
の
事
故
が
多
い
こ
と
、
振

講義を受ける生徒達

高
校
生
の
刈
払
機
教
育
を
支
援

�
森
林
・
林
業
担
い
手
育
成
事
業
で
実
施

福
島
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

動
障
害
と
そ
の
予
防
、
労
働
安

全
衛
生
法
な
ど
の
関
係
法
令
に

つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

◎
安
全
衛
生
教
育
（
実
技
）

　

学
校
の
敷
地
を
実
習
場
所
と
し

て
、
四
班
に
分
か
れ
て
実
技
を
行

い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
機
械
操
作
の
手
本

と
し
て
、
実
際
に
持
ち
方
や
足
の
運
び

方
、
機
械
の
刈
幅
や
安
全
な
距
離
、
大
振

り
や
往
復
刈
り
は
し
な
い
こ
と
、
キ
ッ
ク

バ
ッ
ク
の
防
止
な
ど
の
説
明
を
受
け
た

後
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
時
間

を
か
け
た
直
接
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

刈払機の説明する各講師

刈払機の説明する各講師

◎
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

　

安
全
教
育
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
が
、
左
表
の
と
お
り
の
回
答
と

意
見
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
終
わ
り
に

　

事
業
を
終
え
て
、
生
徒
の
職
業
選
択
の

「
ひ
き
だ
し
」
を
増
や
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
林
業
の
こ
と
を
し
っ
か
り
知
っ
て

も
ら
う
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

◆刈払機の安全衛生教育を受けてみて、
　特に印象に残ったものは？（複数回答可）

　□支援センターの取組紹介� １名
　□刈払機の知識� 10名
　□振動障害の知識� ５名
　□災害事例� 10名
　□実技� 11名

◆今後、森林・林業関係でやってほしい
　ことは？

　□チェーンソーの操作� ６名
　□林業現場の見学� ３名
　□製材工場・原木市場の見学� ２名
　□地元の林業者の講話� １名
　□その他� 無

■意見・感想等
　○学校で教えてもらった以外のことが知れた
　○今日の講習で教わったことを忘れず家の手伝
いや将来に活用していきたいです

　○刈り払い機は自分には関係ないなと思いまし
たが、その行動がどれほど大事なのかよくわ
かりました

　○最初は簡単だと思っていたけれど、実際やって
みたら難しかった

　○みんな（知識は）頭には入っているので後は経
験だと思います

　○刈払機のきちんとしたやり方がわかった
　○説明がよくてわかりやすかった
　○わかりやすかったです
　○知らないことがいっぱいあってすごく勉強に
なった

　○刈払機講習会を受けて、ためになることがた
くさんあり、進路のことも考えながら、今後
の実技もやっていきたいです

　○今日はありがとうございました。また今後に活
かしていきたいです

　○とても役に立った
　○刈払機をちゃんと使えるようになりたい
　○危険なことがたくさんあることがわかった
　○はちは怖い
　（一部表現を加除しています。ご了承ください。）
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を
植
え
ま
し
た
。

　

恒
例
の
森も

林り

と
の
き
ず
な
づ
く
り
植
樹

リ
レ
ー
で
は
、
当
協
会
渡
邉
常
務
理
事
か

ら
ト
ラ
ッ
ク
協
会
右
近
会
長
へ
ヒ
ノ
キ
の

木
製
プ
レ
ー
ト
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
森
へ
の
思
い
を
短
冊
に
書
き

込
み
、
植
樹
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

　

平
成
二
一
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
企
業
の
森も

林り

づ
く
り
」
は
、
現
在
ま
で

に
十
三
件
の
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
県
の
豊
か
な
森
林
を
保
全
す
る
た

め
に
も
、
社
会
貢
献
活
動
に
関
心
の
高
い

多
く
の
企
業
が
森
林
づ
く
り
活
動
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

「
企
業
の
森
林
づ
く
り
」

も
　
り

公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

「
企
業
の
森
林
づ
く
り
」

も
　
り

　

近
年
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
環
境
保
全
活

動
等
に
取
組
む
企
業
や
団
体
等
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
社
会
貢
献
活

動
に
関
心
の
高
い
企
業
や
団
体
等
に
積
極

的
に
森
林
づ
く
り
活
動
に
参
画
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
森
林
環
境
税
を
活
用
し
て
活

動
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
九
年
度
は
、
当
協
会
が
県
か
ら

「
企
業
の
森も

林り

づ
く
り
」
活
動
業
務
の
委

託
を
受
け
て
企
業
の
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

「
イ
オ
ン
に
よ
る
植
樹
活
動
」

　

本
年
度
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
公
益

財
団
法
人
イ
オ
ン
環
境
財
団
（
以
下
、「
イ

オ
ン
環
境
財
団
」
と
い
う
。）
い
わ
き
市
、

福
島
県
の
三
者
協
定
の
締
結
を
支
援
し
、

い
わ
き
市
錦
町
字
須
賀
地
内
に
「
イ
オ
ン

の
森
」
を
設
定
し
ま
し
た
。
平
成
二
九
年

九
月
十
六
日（
土
）に
イ
オ
ン
環
境
財
団
の

主
催
で
植
樹
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

植
樹
の
参
加
者
は
、
東
京
駅
、
水
戸
駅

や
宮
城
県
、
福
島
県
内
の
イ
オ
ン
店
か
ら

の
専
用
バ
ス
で
現
地
入
り
し
、
イ
オ
ン
関

係
者
等
を
含
め
総
勢
七
〇
〇
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

植
樹
作
業
に
先
立
ち
、「
森も

林り

と
の
き

ず
な
づ
く
り
植
樹
リ
レ
ー
」
が
行
わ
れ
、

当
協
会
齋
藤
会
長
か
ら
イ
オ
ン
環
境
財
団

岡
田
理
事
長
に
木
製
プ
レ
ー
ト
が
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
主
催
者
の
岡
田

理
事
長
か
ら
開
会
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の

畠
福
島
県
副
知
事
、
清
水
い
わ
き
市
長
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
開
会
式
終
了

後
、
参
加
者
は
各
班
に
分
か
れ
班
の
リ
ー

ダ
ー
の
指
導
の
も
と
植
樹
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
植
栽
樹
種
は
、
ク
ロ
マ
ツ
、
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
、
ト
ベ
ラ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
シ
ャ

リ
ン
バ
イ
、
マ
テ
バ
シ
イ
の
六
種
で
、
保

育
園
児
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
参
加
が
あ

り
、
全
員
が
協
力
し
て
一
生
懸
命
作
業
に

取
組
み
、
あ
っ
と
い
う
間
に
用
意
さ
れ
た

七
、
〇
〇
〇
本
を
植
え
ま
し
た
。

「
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
よ
る
植
樹
活
動
」

　

十
月
一
日（
日
）、
公
益
社
団
法
人
福
島

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
以
下
「
ト
ラ
ッ
ク
協

会
」
と
い
う
。）
は
、
相
馬
市
磯
部
大
洲

地
区
海
岸
防
災
林
で
植
樹
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

で
被
災
し
た
相
馬
地
区
海
岸
防
災
林
（
相

馬
市
磯
部
字
大
洲
工
区
内
）
の
再
生
に
向

け
た
活
動
に
関
す
る
福
島
県
、
相
馬
市
な

ど
と
の
間
で
締
結
し
た
協
定
書
に
基
づ
き

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
、
平
成
二
九
年
度
か
ら

平
成
三
一
年
ま
で
三
年
か
け
〇
・
二
㌶
の

土
地
に
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
約
二
、
〇
〇
〇

本
の
植
樹
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

今
回
は
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
会
員
や
家
族

な
ど
六
〇
名
が
参
加
し
、
〇
・
〇
四
㌶
の

土
地
に
海
岸
林
の
再
生
を
願
い
四
〇
〇
本

植樹リレー

短冊記入

植樹風景

フラおじさんも登場

植樹リレー植樹活動
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は
じ
め
に

　

福
島
県
林
業
経
営
者
協
会
は
、
昭
和
三

八
年
に
大
規
模
林
業
経
営
者
が
集
結
し
て

発
足
し
、
会
員
連
携
親
睦
の
も
と
合
理

的
・
近
代
的
な
経
営
改
善
に
努
め
、
林
業

を
進
歩
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
情
報
誌

「
杣そ

ま
み
ち径

」
等
の
配
布
、
視
察
研
修
、
建
議
、

県
林
業
コ
ン
ク
ー
ル
の
協
賛
な
ど
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

去
る
九
月
二
〇
日
、
山
形
県
に
お
い
て

協
和
木
材
㈱
新
庄
工
場
の
視
察
研
修
と
意

見
交
換
会
を
実
施
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

協
和
木
材
㈱
新
庄
工
場
視
察

　

協
和
木
材
㈱
は
佐
川
社
長
さ
ん
ご
自
身

が
当
協
会
の
副
会
長
で
あ
り
、
会
員
と
は

旧
知
の
仲
。
本
音
で
研
修
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

新
庄
市
へ
の
進
出
は
、
東
日
本
大
震
災

を
機
に
日
本
海
側
に
も
製
造
拠
点
を
置
き

危
険
分
散
を
図
る
必
要
性
を
痛
感
し
た
こ

と
と
、
山
形
県
最
上
地
方
は
国
有
林
材
の

供
給
見
通
し
が
立
て
ら
れ
る
う
え
林
業
地

帯
と
し
て
の
下
地
を
有
す
る
こ
と
が
決
め

手
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

地
元
か
ら
は
、「
山
を
買
い
た
い
と
言

う
人
が
歩
い
て
い
る
の
は
心
強
い
。」
と

評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

昨
年
九
月
に
原
木
の
入
荷
が
始
ま
り
、

既
に
原
木
消
費
量
（
一
〇
、
〇
〇
〇
立
方

㍍
／
月
）、
製
品
生
産
量
（
三
、
〇
〇
〇

立
方
㍍
／
月
）
と
も
目
標
が
達
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
素
材
の
二
分
の
一
が
山
形
県
内

か
ら
の
仕
入
れ
で
す
。

　

従
業
員
六
五
名
は
、
地
元
新
庄
市
の
方

が
約
半
数
で
あ
る
ほ
か
周
辺
市
町
村
か
ら

満
遍
な
く
採
用
し
て
お
り
、
年
代
別
で
は

二
〇
歳
代
と
三
〇
歳
代
が
三
分
の
一
ず
つ

を
占
め
ま
す
。

意
見
交
換

　

当
協
会
の
小
野
好
郎
会
長
か
ら
育
林
に

携
わ
る
人
材
の
確
保
な
ど
課
題
を
提
起

し
、
技
術
向
上
や
若
い
働
き
手
が
参
入
し

て
い
る
川
中
・
川
下
に
学
ぶ
点
を
探
っ
た

り
、
他
地
域
の
取
組
か
ら
学
ぶ
こ
と
や
施

策
提
言
な
ど
、
林
業
経
営
者
同
士
な
ら
で

は
の
討
論
か
ら
、
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事

業
や
ス
ギ
材
の
輸
出
ま
で
、
幅
広
い
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
お
隣
金
山
町
の
日
本
林
業
経

営
者
協
会
理
事
・
岸
三
郎
兵
衞
さ
ん
宅
を

訪
ね
白
壁
と
杉
板
張
り
の
家
並
み
を
散
策

し
て
、
研
修
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

当
協
会
の
こ
れ
か
ら

　

十
月
十
二
、
十
三
日
に
宮
城
県
南
三
陸

町
で
開
催
さ
れ
た
「
東
北
六
県
・
新
潟
県

林
業
経
営
者
協
会
連
絡
協
議
会
」
に
お
い

て
、
平
成
三
〇
年
度
の
同
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

が
本
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
後
初

め
て
の
本
県
開
催
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
支
援
に
感
謝
を
込
め
て
お
も
て

な
し
す
る
と
と
も
に
、
林
業
の
復
興
や
放

射
性
物
質
に
対
す
る
取
組
を
観
て
い
た
だ

け
る
よ
う
準
備
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
協
会
は
新
規
入
会
に
広
く
扉
を
開
い

て
い
ま
す
。
林
業
を
経
営
す
る
個
人
、
法

人
の
ほ
か
、
会
の
趣
旨
に
賛
成
し
事
業
に

協
力
し
よ
う
と
す
る
方
は
い
つ
で
も
会
員

に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
林
業
経
営
の

相
談
や
研
修
、
情
報
の
入
手
な
ど
利
点
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
務
局
で
あ
る
福
島
県

森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
に
お
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

協
和
木
材
㈱
新
庄
工
場
の
視
察
研
修

協和木材㈱新庄工場の視察

意見交換

福
島
県
林
業
経
営
者
協
会
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　富岡林業指導所は本年４月に富岡合同庁舎で業務を再開しました。

　管内は双葉郡内８町村で、浪江町、富岡町の避難指示が本年３月末と４月１日に解除され、大熊町、双葉

町を除く６町村がふるさとに帰還できる状態となりました。しかし、住民の帰還率は、川内村と広野町で８

割程度、楢葉町と葛尾村で２～３割程度、浪江町と富岡町では１割未満となっています。

　現在、管内の森林・林業活動は、原発事故により造林補助事業等の一般の森林整備が完全に停止していま

す。平成25年度から始まった「ふくしま森林再生事業」については、林地荒廃防止と森林の公益的機能の維

持、帰還促進のための森林整備による地域環境整備等の必要性が認識され、順次取組が始まっており、早期

に帰還できた川内村や広野町では平成27年度に森林整備業務が再開され、葛尾村や楢葉町においても本年度

から全体計画策定に取り組むなど、ようやく森林・林業の再生にも目を向けることができる状況になってき

たところです。「ふくしま森林再生事業」は、原発事故の影響が特に大きい双葉郡の町村に対して林業部門

が貢献できる数少ない施策であり、森林整備の唯一のよりどころとなっていますが、全ての町村が取り組め

る状況とはなっていません。

　当所においては、町村職員に対する事務処理に関する研修会や設計・積算等研修会を実施するとともに、

順次、現場管理技術研修会や森林施業技術検討会等を実施して施行体制を確立していく計画としています。

また、森林整備現場における安全作業の確保は事業の円滑な推進に欠くことができない問題との認識から、

現場作業員の技術力向上と安全作業に対する意識の醸成に関する技術研修も実施しており、林業事業体の育

成も支援しています。なお、取組間もない町村に対しては、町村の要望により設計書作成支援も行っており、

早期の執行体制確立と円滑な事務処理の支援も実施しています。

　「ふくしま森林再生事業」を推進する上では相馬管内との連携（気候や地形等が共通するため、森林整備

目標や施業方法の共有）も重要と考えておりますので、人材育成に関する研修等は、相馬・双葉普及区合同

で実施しているところです。町村、県一体となって事業を推進していくために、事業主体である町村職員の

資質の向上はもとより、安全かつ効率的森林施業のできる林業事業体等の育成が重要であり、今後も多様な

研修を開催していきたいと考えています。

ふくしま森林再生事業の推進と
人材育成

普及指導員通信

　富岡林業指導所
林業普及指導員　半　田　盛　輝

市町村職員の設計積算研修会 現場作業員の安全伐倒技術研修会
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平
成
二
九
年
九
月
二
八
日
に
会
津
若
松

市
の
水
源
林
造
成
事
業
地
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
「
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
関
東
整
備

局
現
地
検
討
会
」
及
び
翌
二
九
日
に
開
催

し
た
分
収
造
林
推
進
会
議
の
検
討
会
に
つ

い
て
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

九
月
二
八
日
は
、
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

関
東
整
備
局
管
内
の
職
員
、
ふ
く
し
ま
緑

の
森
づ
く
り
公
社
職
員
、
造
林
者
等
を
交

え
た
総
勢
六
六
名
が
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

内
容
は
一 

椪
積
作
業
、
二 

毎
木
検
知
、

三 

層
積
検
知
、
四 

長
伐
期
に
お
け
る
施

業
指
針
の
四
項
目
で
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
雨
交
じ
り
の
天
候
で
あ

り
、
午
前
中
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の

中
、
各
検
討
項
目
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
の
椪
積
作
業
で
は
、
椪
積
み
箇
所
の

選
定
、
種
類
、
作
業
中
の
留
意
点
等
を
検

討
し
ま
し
た
。
二
の
毎
木
検
知
で
は
、
椪

積
さ
れ
た
一
般
材
丸
太
五
〇
本
を
各
班
毎

に
分
か
れ
検
知
を
行
い
、
一
般
材
と
し
て

取
り
扱
う
べ
き
素
材
で
あ
る
か
ど
う
か
を

含
め
検
討
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
五
〇
本

の
中
に
は
、
検
知
作
業
か
ら
外
す
べ
き
素

材
（
ト
ラ
ッ
プ
）
が
紛
れ
込
ま
せ
て
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

三
の
層
積
検
知
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り

馴
染
み
の
無
い
検
知
方
法
で
す
が
、
低
質

材
の
検
知
で
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
方
法
で

す
。
今
般
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
低
質
材
の

検
知
作
業
を
効
率
化
す
る
た
め
に
用
い
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
作
業

内
容
を
セ
ン
タ
ー
職
員
と
共
に
実
践
し
ま

し
た
。
二
、
三
の
検
知
作
業
で
は
、
各
々

の
班
で
の
検
知
結
果
を
踏
ま
え
た
材
価
計

算
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。

　

四
の
長
伐
期
に
お
け
る
施
業
指
針
は
、

森
林
総
合
研
究
所
（
つ
く
ば
市
）
の
千
葉

幸
弘
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
講
義
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
務
に
併
せ
て
現
場
作
業
中
に

発
生
す
る
労
働
災
害
に
つ
い
て
も
、
安
全

指
導
を
含
め
た
作
業
中
の
安
全
確
認
等
、

雨
模
様
の
天
候
の
中
、
労
働
安
全
衛
生
に

係
る
項
目
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

材価が計算できて一安心

雨の中の毎木検知

雨の中での層積検知

　

翌
二
九
日
の
検
討
会
は
、
平
成
二
七
年

度
に
締
結
し
た
「
民
有
林
に
お
け
る
分
収

造
林
事
業
に
関
す
る
覚
書
」
に
よ
り
、
福

島
県
・
ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社
・

福
島
水
源
林
整
備
事
務
所
の
三
者
が
相
互

に
連
携
し
、
森
林
整
備
・
造
林
技
術
の
研

鑽
を
積
む
場
と
し
て
、
前
日
に
開
催
し
た

検
討
会
と
同
様
（
四
の
項
目
を
除
く
。）

に
実
践
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
水
源
林
造
成
事
業
が
主
導
的

立
場
で
連
携
を
推
進
し
、
森
林
整
備
セ
ン

タ
ー
の
業
務
に
つ
い
て
、
広
く
様
々
な
林

業
関
係
者
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
取
組
み

と
し
て
継
続
的
に
開
催
し
、
地
域
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

団体のページ

「椪積及び検知の
現地検討会について」

福島水源林整備事務所だより

国立研究開発法人
森林研究・整備機構森林整備センター

福島水源林整備事務所



林業福島　平成29年11月１日発行

10―　 ―

団体のページ団体のページ
　

平
成
二
九
年
九
月
三
〇
日
～
三
一
日
の

二
日
間
、
山
形
県
森
林
研
究
研
修
セ
ン

タ
ー
と
山
形
県
真
室
川
町
の
山
形
県
山
林

種
苗
組
合
理
事
長
橋
本
健
一
さ
ん
の
苗
畑

を
会
場
に
、
会
津
支
部
組
合
員
五
名
に
よ

る
「
多
雪
地
帯
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
苗
づ

く
り
に
つ
い
て
」
研
修
を
実
施
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
成
果
等
を
報
告
し
ま
す
。

　

会
津
支
部
は
、
平
成
二
六
年
か
ら
会
津

地
域
と
同
じ
積
雪
地
域
で
あ
る
秋
田
県
男

鹿
市
の
黒
澤
事
業
所
や
岩
手
県
住
吉
町
吉

田
樹
苗
所
を
訪
問
し
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
試

験
的
栽
培
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

会
津
の
コ
ン
テ
ナ
栽
培
方
法
は
、
三
月

に
前
年
に
採
取
し
た
種
子
を
準
備
し
、
四

月
～
五
月
中
旬
ま
で
に
苗
畑
に
種
を
ま

き
、
日
除
け
、
散
水
、
間
引
き
、
立
ち
枯

れ
・
根
腐
れ
等
の
防
除
を
行
い
、
雪
中
の

状
態
で
春
を
迎
え
ま
す
。
翌
年
の
三
月
下

旬
か
ら
苗
畑
か
ら
幼
苗
を
掘
り
取
り
、
準

備
し
た
コ
ン
テ
ナ
容
器
に
植
え
替
え
ま
す
。

幼
苗
を
移
植
し
た
コ
ン
テ
ナ
は
、
露
地
に

並
べ
発
根
を
促
し
、
約
一
ケ
月
後
コ
ン
テ

ナ
を
露
地
か
ら
ト
レ
ー
に
上
げ
、
根
切
を

行
い
育
苗
し
ま
す
。
そ
し
て
九
月
中
旬
ま

で
、
散
水
と
根
腐
れ
に
注
意
し
苗
長
三
五

㌢
㍍
上
、
根
元
径
九
㍉
㍍
上
の
二
年
生
三

号
苗
を
育
成
し
ま
す
。
で
き
た
コ
ン
テ
ナ

苗
は
、
当
年
秋
と
次
年
春
の
山
行
き
苗
と

な
り
ま
す
。

　

種
子
か
ら
数
え
る
と
三
年
目
で
初
め
て

山
に
植
え
る
規
格
の
苗
木
が
で
き
ま
す
。

　

多
雪
地
帯
で
の
二
年
生
三
号
苗
の
苗
づ

く
り
は
、
積
雪
量
と
雪
解
け
時
期
に
よ
り

左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
で
安
定
し

た
経
営
を
目
指
す
に
は
、
簡
易
ハ
ウ
ス
を

準
備
す
る
雪
対
策
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

山
形
県
森
林
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修

で
学
ん
だ
こ
と
は
、

①
山
形
県
内
五
名
の
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
者

の
苗
長
、
根
元
径
を
調
査
し
結
果
を
組

合
員
へ
提
供
。

②
コ
ン
テ
ナ
一
五
〇
㏄
と
ス
リ
ッ
ト
一
五

〇
㏄
へ
の
用
土
充
填
一
倍
か
ら
一
・
五

培
を
比
較
、
コ
ン
テ
ナ
一
五
〇
㏄
一
倍

は
生
育
不
良
。

③
コ
ン
テ
ナ
苗
も
形
状
は
重
要
、
形
状
比

Ｈ
／
Ｄ
五
〇
～
六
〇
が
理
想　

七
〇
以

下
を
目
指
す
。

④
一
五
〇
㏄
五
×
八
コ
ン
テ
ナ
で
一
〇

本
・
二
〇
本
・
三
〇
本
・
四
〇
本
比
較
、

一
〇
本
区
形
状
比
高
い
。

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
な
お
、
少
花
粉
種

子
は
平
成
二
三
年
か
ら
、
雪
害
抵
抗
性
種

子
は
平
成
二
五
年
か
ら
供
給
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

二
か
所
目
の
研
修
は
、
年
間
五
〇
万
本

の
山
行
き
苗
を
生
産
し
て
い
る
山
形
県
真

室
川
町
の
橋
本
健
一
さ
ん
の
苗
畑
に
お
い

て
、
豪
雪
地
の
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
の
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
の
苗
畑
で
は
、

①
コ
ン
テ
ナ
ス
ギ
少
花
粉
苗
木
を
生
産
、

種
子
を
平
成
二
三
年
よ
り
山
形
県
か
ら

供
給
。

②
使
用
し
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
は
、
Ｊ
Ｆ
Ａ

一
五
〇
㏄
・
ス
リ
ッ
ト
付
一
五
〇
㏄
、

ス
リ
ッ
ト
付
は
乾
燥
し
や
す
い
。

③
幼
苗
を
コ
ン
テ
ナ
に
定
植
す
る
工
程
は

会
津
と
同
じ
、
定
植
後
コ
ン
テ
ナ
を
露

地
に
置
く
期
間
が
短
い
。

④
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
育
が
思
わ
し
く
な

い
。
コ
ン
テ
ナ
を
露
地
に
置
く
期
間
が

短
い
こ
と
も
一
要
因
。

⑤
大
半
の
苗
は
、
秋
に
出
荷
さ
れ
ま
す

が
、
春
の
苗
も
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
、

雪
囲
は
重
労
働
。

⑥
コ
ン
テ
ナ
苗
に
発
生
す
る
「
ゼ
ニ
ゴ

ケ
」
対
策
に
「
キ
レ
ダ
ー
」
を
使
用
し

て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
サ
ン

プ
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

橋
本
ご
夫
妻
と
の
意
見
交
換
で
の
共
通

話
題
は
、
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
で
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
、「
今
頑
張
っ
て
い
る
生

産
者
任
せ
で
は
、
後
継
者
の
確
保
は
困

難
、
手
塩
に
掛
け
三
年
目
で
一
本
一
〇
〇

円
の
苗
づ
く
り
は
、
一
株
で
数
回
出
荷
す

る
ニ
ラ
栽
培
者
と
比
べ
る
と
不
合
理
な
作

物
で
あ
り
、
自
分
の
代
で
店
じ
ま
い
す
る

し
か
な
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
り
、
後
継
者

の
課
題
は
、
会
津
支
部
も
同
様
で
す
。

　

五
年
先
は
見
え
な
い
。「
ど
う
す
っ
ぺ
。」

　

研
修
実
施
か
ら
一
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

会
津
地
域
で
は
、
秋
植
え
用
ス
ギ
コ
ン

テ
ナ
苗
の
出
荷
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

早
期
に
研
修
成
果
を
発
揮
で
き
た
の

は
、
森
林
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
の
渡
部
さ

ん
と
橋
本
ご
夫
妻
の
お
か
げ
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

森林資源利用部長
渡部公一さん講義の様子

橋本ご夫妻と記念撮影
（苗畑には雑草はない。）

「多雪地帯における
コンテナ苗づくり
研修成果報告」

苗協だより

福島県農林種苗農業協同組合
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「
自
然
に
親
し
む
」
福
島
県
の
巨
樹
・
名
木
　
― 
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―

樹
木
医
　
鈴
　
木
　
俊
　
行

棚
倉
城
跡
の
大
ケ
ヤ
キ

　
「
棚
倉
城
跡
の
大
ケ
ヤ
キ
」
は
、
東
白

川
郡
棚
倉
町
棚
倉
字
城
跡
地
内
に
生
育
し

て
い
る
。
生
育
地
の
棚
倉
城
跡
は
、
Ｊ
Ｒ

水
郡
線
磐
城
棚
倉
駅
か
ら
南
へ
約
六
〇
〇

㍍
徒
歩
十
分
、
国
道
一
一
八
号
（
茨
城
街

道
）
と
県
道
六
〇
号
（
黒
磯
棚
倉
線
）
と

の
交
差
点
を
東
に
市
街
地
方
面
に
約
一
・

〇
㌔
㍍
の
場
所
に
あ
る
。
大
ケ
ヤ
キ
は
、

棚
倉
城
跡
の
南
東
の
端
に
あ
り
、
生
育
地

の
地
形
は
平
坦
で
あ
る
が
、
市
街
地
化
に

よ
り
根
元
周
辺
は
道
路
で
囲
ま
れ
た
小
さ

な
ロ
ー
タ
リ
ー
状
に
な
っ
て
い
る
。

　

大
ケ
ヤ
キ
が

生
育
す
る
棚
倉

城
跡
は
、
元
和

八
年
（
一
六
二

二
年
）
に
棚
倉

藩
に
五
万
石
で

入
封
し
た
丹
羽

長
重
が
、
寛
永

二
年
（
一
六
二

五
年
）
に
棚
倉

盆
地
の
中
央
に

鎮
座
し
て
い
た

近
津
明
神
（
馬
場
都
々
古
別
神
社
）
を
現

在
の
馬
場
地
内
に
遷
宮
し
、
そ
の
境
内
地

に
江
戸
幕
府
の
許
可
を
得
て
棚
倉
城
を
築

城
し
た
。
長
重
は
寛
永
四
年
（
一
六
二
七

年
）
に
白
河
藩
に
移
封
さ
れ
た
が
、
棚
倉

城
は
関
東
と
東
北
の
境
に
あ
る
こ
と
か
ら

親
藩
や
譜
代
大
名
が
治
め
る
城
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
年
）

に
勃
発
し
た
戊
辰
戦
争
で
板
垣
退
助
の
率

い
る
官
軍
八
〇
〇
人
の
攻
撃
を
受
け
、
わ

ず
か
一
日
で
城
下
の
一
部
と
共
に
焼
失
し

た
。
棚
倉
城
の
異
名
の
亀
ヶ
城
は
、
濠
に

大
亀
が
棲
ん
で
お
り
、
浮
か
び
上
が
っ
て

姿
を
見
せ
る
と
決
ま
っ
て
殿
様
が
転
封
に

な
る
と
い
う
言
い
伝
え
に
よ
る
と
い
う
。

大
ケ
ヤ
キ
は
、
内
堀
の
ほ
と
り
追
手
門
か

ら
本
丸
に
至
る
道
筋
に
立
っ
て
い
て
、
築

城
以
前
の
近
津
明
神
の
御
神
木
だ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
築
城
の
際
に
、
こ
の
大

ケ
ヤ
キ
を
見
な
が
ら
登
下
城
す
る
よ
う
演

出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
樹
の
樹
種
は
ケ
ヤ
キ
（Z

elkova 
serrata

）
で
、
ニ
レ
科
ケ
ヤ
キ
属
の
落

葉
高
木
で
あ
る
。
別
名
ツ
キ
（
槻
）
と
い

わ
れ
、
葉
の
両
面
と
葉
柄
に
密
に
毛
が
あ

る
も
の
を
メ
ゲ
ヤ
キ
と
い
い
、
日
本
海
側

に
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ケ
ヤ
キ
の
分

布
は
東
ア
ジ
ア
の
一
部
と
日
本
に
分
布

し
、
日
本
で
は
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分

布
す
る
。
箒
を
逆
さ
に
し
た
よ
う
な
樹
形

が
美
し
く
、
公
園
や
庭
木
、
街
路
樹
と
し

て
植
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
関
東
地
方
に

多
く
、
生
育
も
良
く
寿
命
も
長
い
の
で
、

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も

多
い
。
本
樹
は
推
定
樹
齢
六
〇
〇
年
と
い

わ
れ
、
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
年
）
五

月
四
日
に
県
の
天
然
記
念
物
に
、
昭
和
五

八
年
（
一
九
八
三
年
）
二
月
十
七
日
に
県

緑
の
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

本
樹
の
樹
高
は
二
五
・
〇
〇
㍍
で
、
幹

周
一
〇
・
五
〇
㍍
、
根
元
周
一
二
・
七
〇

㍍
の
巨
樹
で
あ
る
。
主
幹
の
根
元
近
く
に

は
大
き
な
コ
ブ
が
重
な
り
合
う
よ
う
に
幹

を
一
周
し
、
ま
る
で
大
き
な
お
相
撲
さ
ん

が
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
ど
っ
し
り
と
座
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
枝
張
り
は
東
九
・
五

〇
㍍
、
西
一
〇
・
二
〇
㍍
、
南
一
一
・
七

〇
㍍
、
北
六
・
八
〇
㍍
で
、
近
年
枝
枯
れ

が
著
し
く
、
樹
冠
は
毎
年
少
し
ず
つ
小
さ

く
な
っ
て
お
り
、
樹
勢
の
衰
退
が
著
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
樹
勢
回
復
治
療
も

行
わ
れ
て
い
る
が
、
回
復
の
兆
は
あ
ま
り

見
ら
れ
ず
、
主
幹
の
大
き
な
開
口
部
も

痛
々
し
く
見
え
る
。

　

樹
勢
は
衰
退
し
て
き
た
が
、
歴
史
の
生

き
証
人
で
あ
る
大
ケ
ヤ
キ
の
話
を
聞
き
に

来
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
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中
に
も
次
の
よ
う
な
下
り
が
あ
っ
た
。

　
「
夫
人
は
定
邦
朝
臣
の
女
に
し
て
、
名

を
峯
子
と
い
ふ
。
時
に
二
十
四
、
公
よ
り

長
ず
る
こ
と
五
歳
に
し
て
、
そ
の
容
姿
美

し
と
い
ふ
べ
か
ら
ざ
り
し
を
以
て
、
両
親

は
こ
う
れ
い
（
夫
婦
の
意
）
の
如
何
を
い

た
く
憂
え
ら
れ
た
り
し
に
、」。
現
代
語
に

訳
せ
ば
「
定
邦
朝
臣
の
娘
で
あ
る
峯
子
は

二
四
歳
で
定
信
よ
り
五
歳
年
上
で
あ
っ

た
。
容
姿
は
美
し
い
と
は
言
え
ず
、
両
親

は
娘
夫
婦
が
仲
良
く
や
っ
て
い
け
る
の

か
、
非
常
に
心
配
し
て
い
た
。」
と
言
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
こ
の
文
の
続
き
に
は
定
信
が

美
醜
に
よ
り
親
疎
を
分
け
る
べ
き
で
な
い

と
発
言
し
た
こ
と
に
、
夫
人
は
そ
の
温
情

に
感
激
し
定
信
に
心
を
込
め
て
か
し
ず
い

た
、
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
不
幸
に

も
夫
人
は
二
九
歳
で
病
気
で
亡
く
な
る

が
、
定
信
は
病
床
に
伏
せ
る
夫
人
を
愛
情

深
く
看
病
し
、
そ
の
姿
を
見
て
涙
し
な
い

者
は
お
ら
ず
、
夫
人
も
定
信
の
看
病
を
喜

び
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
、
と
も
書
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、〝
容
姿
〟
が
そ
の

後
の
生
活
で
特
に
問
題
と
な
る
こ
と
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

今
回
、
当
時
の
松
平
定
信
・
妻
・
義
父

の
心
持
ち
を
少
し
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
興
味
深
か
っ
た
が
、
四
〇
年
前

安
易
に
笑
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
心
な
し

か
申
し
訳
な
く
思
っ
た
の
で
あ
る
。

　

七
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
一
五
㌫
減
（
前
年
比
一

七
㌫
増
）
の
二
一
、
一
七
三
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
一
七
㌫
減
（
前
年
比
一
三
㌫
増
）
の
二
〇
、
六
四

二
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

八
月
の
価
格
は
保
合
い
と
な
っ
て
い
る
。

白
河
藩
主
松
平
定
信
の
妻

　

約
四
〇
年
前
の
話
で
あ
る
。
Ｋ
先
生
か

ら
「
松
平
定
信
は
白
河
藩
に
婿
入
り
し
た

が
、
結
婚
相
手
は
容
姿
が
悪
く
、
義
父
は

定
信
と
の
結
婚
を
心
配
し
て
い
た
」
と
い

う
内
容
の
話
を
聞
い
た
。
ど
う
し
て
こ
の

よ
う
な
話
に
な
っ
た
か
は
覚
え
て
い
な
い

が
、
教
室
内
は
笑
い
声
が
あ
っ
た
よ
う
に

記
憶
し
て
い
る
。

　

今
回
、
原
稿
の
依
頼
を
受
け
て
、
こ
の

話
に
関
し
て
何
か
書
け
な
い
か
と
思
い
、

白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館
を
訪
問
し
話
の

真
偽
を
聞
い
て
み
た
。
担
当
の
方
は
不
在

で
あ
っ
た
が
、
後
日
二
つ
の
資
料
が
メ
ー

ル
で
送
ら
れ
て
き
た
。

　

一
つ
は
定
信
の
自
叙
伝
『
宇
下
人
言
』

で
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
下
り
が
あ
っ

た
。

　
「
六
月
の
比
に
か
婚
を
と
と
の
ひ
ぬ
。

治
床
（
？
）
の
か
ほ
よ
か
ら
ね
ば
む
つ
ま

じ
か
ら
じ
と
て
父
朝
臣
も
わ
び
給
ふ
」。

現
代
語
に
訳
せ
ば
「
六
月
（
旧
暦
）
ご
ろ

結
婚
し
た
。
義
父
（
定
邦
朝
臣
）
は
娘
（
峯

子
）
の
容
姿
が
悪
い
の
で
夫
婦
仲
に
影
響

す
る
だ
ろ
う
と
定
信
に
謝
罪
し
た
。」
と

言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
定
信
の
書
に
こ

の
下
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｋ
先
生
の
話

は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
資
料
は
『
楽
翁
公

伝
』
で
、こ
の
書
は
渋
沢
栄
一
が
定
信
（
楽

翁
は
定
信
の
号
）
に
関
す
る
資
料
を
と
り

ま
と
め
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

近
　
藤
　
仁
　
志

県
南
農
林
事
務
所

素材の価格〈工場着価格〉（８月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

区分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ  7 （ 6～ 8） 0  7 （ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ  9 （ 8～ 9） 0  8 （ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 13 （13～13） 0 10 （ 9～11） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

小
5～9

4.00
並

スギ
 9 （ 8～10） 0 　（ 0～ 0）  9 （ 8～ 9） 0  9 （ 8～10） 0

10～14 並 11 （10～12） 0  9 （ 9～ 9） △2 11 （11～11） 0 11 （ 9～12） 0

中

14～22

3.00
並 スギ 12 （11～12） 1 　（ 0～ 0） 12 （12～12） 2 12 （11～12） 1

並 ヒノキ 19 （15～24） 1 　（ 0～ 0） 15 （15～15） 0 17 （15～24） 1

6.00
並 スギ 16 （15～17） 0 10 （10～10） △1 16 （15～16） 0 15 （10～17） 1

並 ヒノキ 29 （24～34） 0 　（ 0～ 0） 21 （18～24） 0 25 （18～34） 0

20～28

3.65 並
スギ

10 （ 9～12） △1 11 （10～12） 1 11 （11～11） 0 11 （ 9～12） 0

4.00 並 10 （ 9～12） △1 12 （12～12） 1 11 （11～11） △1 11 （ 9～12） 0

4.00 並
アカマツ

 9 （ 7～11） 0 　（ 0～ 0）  9 （ 8～ 9） 0  9 （ 7～11） 0

1.80 並  8 （ 5～10） 0 　（ 0～ 0）  7 （ 6～ 7） 0  7 （ 5～10） 0

外
材

米
材
（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 28 （28～28） 0 28 （28～28） 0

並 米マツ 　（ 0～ 0） 27 （27～27） △3 29 （28～29） 0 28 （27～29） △1
北
洋
材
（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 28 （27～28） 0 28 （27～28） 0

4.00
並 アカマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 25 （25～25） 0 25 （25～25） 0

並 カラマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 26 （25～27） 1 26 （25～27） 1

パルプ
用材

並 マツ  6 （ 6～ 6） 0 　（ 0～ 0）  5 （ 5～ 5） 0  6 （ 5～ 6） 0

並 広葉樹  9 （ 9～ 9） 0 　（ 0～ 0）  6 （ 6～ 6） 0  8 （ 6～ 9） 0

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。
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お知らせコーナー
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県

福
島
県
内
四
森
林
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理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

水

戸

典

明

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

はなしの
ひろば

愛

表紙の写真

「巨木に負けない」
　第14回ふくしま森林・林業写真
コンクール最優秀賞（県知事賞）
受賞者　柏舘　健さん（いわき市）
撮影場所：猪苗代町

　

♪
大
き
な
栗
の
木
の
下
で　

あ
ー
な
ー
た
ー
と
わ
ー
た
ー
し
ぃ　

仲
良
く
遊
び
ま

し
ょ
う
♪
も
う
す
で
に
大
学
の
写
真
サ
ー
ク
ル
の
例
会
が
始
ま
っ
て
い
る
の
に
、
君
ち
ゃ

ん
は
、
お
か
ま
い
な
く
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
歌
っ
て
い
た
。
聞
け
ば
、
彼
女
は
一
週
間
後

に
教
育
実
習
を
控
え
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
の
内
、ピ
ア
ノ
越
し
に
彼
女
が
「
さ
あ
、
皆
も
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。
は
い
、
立
っ

て
」
君
ち
ゃ
ん
は
も
う
す
で
に
、
井
上
先
生
で
あ
り
、
口
髭
の
男
子
も
含
め
、
多
少
老

け
て
は
い
た
が
、
私
達
は
児
童
に
な
っ
た
。
歌
い
終
わ
る
と
先
生
は
「
こ
の
歌
の
、
あ

な
た
と
私
が
仲
良
く
す
る
の
に
一
番
大
切
な
こ
と
は
何
だ
と
思
う
？
大
切
な
こ
と
は
、
こ

の
目
で
は
な
く
、
心
の
目
で
見
る
こ
と
だ
と
思
う
の
」
口
髭
の
児
童
が
「
心
の
目
で
見

る
大
切
な
こ
と
っ
て
何
で
す
か
？
」
と
聞
い
た
。
先
生
は
、
す
ぐ
に
黒
板
に
「
愛
」
と

書
い
た
。
よ
ほ
ど
自
分
の
内
で
大
切
に
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
書
き
終
え
て
ふ
っ
と
溜

息
を
つ
い
た
。
そ
の
後
、
彼
女
は
、
実
習
が
終
わ
っ
て
も
「
卒
論
が
忙
し
く
て
」
と
例

会
に
は
来
な
く
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
時
、
誰
が
彼
女
に
起
こ
っ
た
事
態
を
予
測
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
今
も

忘
れ
は
し
な
い
。
晩
秋
の
深
夜
彼
女
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
自

死
で
あ
っ
た
。

　

彼
女
が
、
ふ
る
里
広
島
へ
戻
る
永と

久わ

の
別
れ
の
日
、
時
雨
雲
の
雨
脚
に
、
時
雨
虹
が

懸
り
、
そ
の
消
え
入
り
そ
う
な
淡
い
色
彩
が
、
ま
る
で
彼
女
の
微
か
な
別
れ
の
笑
み
の

よ
う
だ
っ
た
が
、
た
だ
た
だ
悲
し
い
光
景
だ
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
数
十
年
の
歳
月
が
流
れ
た
が
、
終
鳴
期
の
コ
オ
ロ
ギ
の
声
を
聞
く
と
、
君

ち
ゃ
ん
の
声
と
重
な
り
何
と
も
せ
つ
な
く
な
る
。（
ど
う
し
て
逝
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
。
君
ち
ゃ
ん
が
愛
し
た
あ
の
彼
は
、
今
は
幸
せ
だ
ろ
う
か
…
）
と
。

　
「
心
の
目
で
見
な
け
れ
ば
見
え
ぬ
大
切
な
も
の
、
そ
れ
は
愛
」
こ
の
言
葉
を
心
に
、
私

は
い
つ
も
冬
へ
向
か
う
。�
（
都
）

平成29年度治山・林道コンクールの結果について
　平成29年10月４日、一般社団法人日本治山治水協会及び日本林道協会が主催する平成29年度治山林道
コンクールの受賞者が次のとおり決定されました。
　なお、表彰式は、平成29年11月30日（木）東京都「ホテルルポール麹町」で開催されます。

第15回うつくしま育樹祭の開催　第69回全国植樹祭200日前記念イベント
　植栽木の手入れや体験・交流のイベント等を通じて、緑や森林とふれあう大切さを感じていただくため、
第15回うつくしま育樹祭を次のとおり開催します。

１．日　　時　平成29年11月11日（土）　10：30～14：30
　　　　　　　※集合時間　８：45～９：45
２．場　　所　南相馬市原町区雫地区
　　　　　　　（第69回全国植樹祭会場及び隣接地）
　　※集合場所　南相馬市「テクノアカデミー浜」ほか周辺施設駐車場
　　　（会場に駐車場はありません。集合場所から会場へは無料シャトル

バスで移動します。）

３．申込方法
　　お問い合わせ先までご連絡してください。
４．お問い合わせ先
　　うつくしま育樹祭実行委員会
　　（公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会緑化推進局）
　　TEL 024－524－1480　FAX 024－521－3246

コンクール名 受賞区分 受賞者
第33回
民有林治山工事コンクール

一般社団法人
日本治山治水協会長賞

株式会社
海老名建設　小柴　芳郎

第18回
民有林治山木材使用工事コンクール

一般社団法人
日本治山治水協会長賞

相双農林事務所
森林林業部　林　　雅士

第40回
林道維持管理コンクール 日本林道協会長賞 鮫川村長　　大樂　勝弘
第33回
民有林林道工事コンクール 農林水産大臣賞

株式会社
大川原建設　大川原政昭

第18回
民有林林道木材使用工事コンクール 日本林道協会長賞

南会津農林事務所
森林林業部　須藤　佳祐

農林水産大臣賞を受賞された
森林居住環境（県・道）2702工事

（永井川前線）



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5
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・
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本社　〒103－0016　東京都中央区日本橋小網町１番８号　　TEL.03-6837-9422　FAX.03-6837-9423

ヤシマスミパイン乳剤
ヤシマスミパインMC
グリンガードNEO
バークサイドF
ヤシマNCS
モリエートマイクロカプセル
マツグリーン液剤2
マッケンジー

与作シート（茶・白）
折りたたみ式
専用キャリーバック使用（　　　　　　 ）

住化グリーン株式会社

野生獣類から大切な
植栽木を守る
ヤシマレント

大切な日本の松を守る
住化グリーンの林業薬剤

蜂さされ防止
ハチノックL（巣退治）
ハチノックS（携帯用）

ヤマビル対策に
マリックスター（駆除剤）

タケを駆除する
クロレートS

くん蒸用生分解性シート

クロレートS粒剤

竹・ササの防除に

打ち込み上手

アメシロなどの
害虫防除殺虫剤

ハスクバーナー・ゼノア㈱福島県代理店

㈲うねめ林業機械
TEL（024）952－2657・FAX（024）951－7775　〒963－0211　郡山市片平町字新蟻塚108の１

水冷ディーゼル
967634301
￥3,580,000（税抜）

SR3100
竹もOK!

出力　18.4kW（質量1,330㎏）

最大処理径

200㎜

ZHM1550
出力　27.5kW（質量1600㎏）

967081901
￥5,860,000（税抜）

ZHM800
出力　7.4kW（質量230㎏）

967088901
￥748,000（税抜）

 チッパシュレッダ 　ハンマナイフモア
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